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第53回 「株式市場見通し」

～世界の株式市場は調整局面入り～

初めに

昨日の米国株は大幅安、本日の日本株も大きく下落しています。世界の株式市場は本格的
な調整局面に入ったと考えていますが、今回はその理由と今後の見通しについてお話ししま
す。まずは調整局面と考える理由についてです。

調整局面と考える3つの理由

理由は3つあります。利益確定売り、投機的取引への警戒感、米中間の緊張の高まり、の3
つです。以下、順に説明します。まずは利益確定売りについてです。

利益確定売り

今年に入って世界の株式市場は3月末に安値をつけた後、上昇を続けてきました。中でも
デジタル化の恩恵が期待されるアップルなどは大幅高となっており、いつ利益確定売りが出
てもおかしくない状況と感じていました。利益確定売りがようやく出てきたこと、また利益
確定売りの余地はまだあると考えられることが、株式市場は調整局面と見る第一の理由です。

投機的取引への警戒感

9月9日の日本経済新聞は『孫氏の「クジラ」広がる影』と題する記事を掲載しました。ソ
フトバンクグループが個別株のオプションで大きな取り引きを行っていたと報じられた、と
の内容です。この記事におけるソフトバンクグループの様に市場に大きな影響力を持つ投資
家が存在する場合他の投資家はその投資家に何かあった場合のリスクを考えてポジションを
減らすと思われます。最近世界的に市場が不安定になっているのはそうした規模の大きい投
資家のリスクを警戒して市場参加者が神経質になっているためと思います。こうした状況は
簡単には解消されず投資家のリスク回避的な姿勢は当面続くと見ています。これが2番目の
理由です。

米中間の緊張の高まり

米中の新冷戦については当レポートでも取り上げましたが、これまで株式市場には大きな
影響はありませんでした。しかし最近各国間で動きが出ており、緊張が高まりつつあるよう
です。例えばこれまで中国との関係が比較的良好だったドイツがですが、アジア政策を転換。
民主主義などの価値観を共有する国との協力を打ち出しました。また、東南アジアではメコ
ン川の河川管理を強化したい中国に対し、次の関係国の会議に米国はポンぺオ国務長官をリ
モートで参加させる予定です。一方中国は新型コロナウィルスのワクチン開発を急がせてい
ます。この様に米中間の緊張は高まりつつあると見られることも世界の株式市場は調整局面
と考える理由です。
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